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１人間関係を表わす基準
「人間関係」を表わす基準をどうとるか。それにはいろいろなとり方があろう。たとえば「性」
を基準にとると，人間の総称である「ひと」は，
【Ｍ(人）｜鯰'二｜
のように分かれる。この語は単に性別の意味を表わすばかりでなく，ある特別の関係にある男や女
を指すように意味がひろがることがある。これが語の意味の普通のすがたであろう。
「年令」を基準にとると「ひと」はどのように分かれるか。それには絶対的なとらえ方と相対的
なとらえ方とがある。絶対的なとらえ方をすると，
⑪川人)|:か綱|に鴫
のように分かれる。これらの語は人間の成長過程に応じて呼び分けられるもので，対比される相手
との関係で呼び方が異なるものではない。これらの語は，単に年令を表わすだけでなく，「おとな」
ならば;「思慮分別がある人」の意に比愉的に用いられることもある。一方，相対的なとらえ方をす
ると，
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…人)催醐年］
のように分かれる。これは対比される相手に応じて，「としうえ」になったり
たりして呼び方が相対的に変化する。
「親疎」を基準にとると，
「としした」になっ
ともだち（友達）
しんせき（親戚）
たにん（他人）
」は，単に総称に用いられるばかりでなく，「他人」の意にも用
’ひと（人）
のように分かれる。総称の「ひと
いられる。
「職業」を基準にとると，
。川人Ⅱ灘↓列.、
…１１戟溌i）
肯鰯繋議蕊鍵菫鋤鱗醤１
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事実，そのような呼び方が基本をなしている。宮古・八重山から沖繩本土を呼ぶのに，これらの地
域が沖繩県であるにもかかわらず，ウキナー（沖繩）を用いる。きわめて自然だ。仲繩の属島であ
る津堅島から沖繩本島を呼ぶのにウフジ（大地）という。これも興味深い呼び方である。特に変わ
っているのは奄美大島とその属島を含む奄美地域から沖繩本島をナハと呼ぶことである。「沖繩へ
行く」はナハカチイキュン（ナハヘ行く）のようにいう。これは沖繩の文化・政治の中心都市
「那覇」が沖繩の汎称に用いられるようになったものであろう。離島はハナレと呼ぶのが一般的。
このような呼び方は本土においても例外ではない。行政的に東京都に含まれている伊豆七島のは
ずれに位置する八丈島では，東京および本土のことをクニ（国）と呼ぶ。「東京へ行く」はクニ
シャンイクという。八丈島の人達は、八丈島のことを単にシマと呼び，本土との関係を，シマ対
クニでとらえている。
日本列島は琉球列島を含めて多くの島々からなっているが，島と島との関係をどのように呼び分
けているかということは，日本人の自己認識にかかわる重要な問題となるように思われる。
琉球全域でシマ（島）は単に島喚の意ばかりでなく，生まれ故郷および住みなれた集落を表わす
ことはよく知られている事実である。ワッターシマ（私の故郷・集落），シマンチュ（島の人，自
分が属している集落の人），チュシマンチュ（－島の人，自分の属している集落の全構成員），ウ
ミジマ（海島，漁村のこと），アギジマ（陸島，農村のこと）など，多くの派生語がある。
人間関係を表わす基準はこれだけではない。出生時の事,椿を基準にとると，「ふたご」（双生児)，
「しせいじ」（私生児）「みなしご」（孤児）などの呼び分けをすることもできる。「としより」
（年寄）に対する「わかもの」（若者）は，さらに「'性」によって「せいれん」（青年）または「
にさい」（二才，ニンセー），「むすめ」（娘）などの呼び分けもできる。
沖繩では戦後のしばらくの間，男子青年をセイネン，女子青年をショジョ（処女）と呼んでいた。
人間関係を表わす基準のうち，語彙のもっとも明確な大きなグルーープを形成する基準は「親族」
である.一般に「親族」に関する語の集まりを「親族語彙」と呼んでいる。もっとも体系的な構造
を示す語彙の一つである。
以上は人間関係を表わす語彙を設定する基準の例である。これらの中から特徴的なものをとりあ
げて首里方言を中心とする琉球方言のすがたを考えてみよう。
２総称としての「ひと」（人）
現代首里方言では「ひと」を表わす語は，
ツチュｔｔＪｕ
である。語頭の促音があって，フィチュの語頭音の脱落を思わせる形で，＊ｐｉｔＯ＊*pit5にさかの
ぼる。この語は「ひと」の総称のほかに，「他人」の意を表わす場合も多い。
ツチュヌムン（他人のもの）
ツチュビレー（他人との交際）
－１１９－
Hosei University Repository
ツチュマサイ（他人よりまさること）
この＊pitoにさかのぼる語は，琉球の主な方言でどのようなすがたになっているか。以下，分布
図を見ながら概観しよう。奄美と沖繩は北琉球，宮古と八重山は南琉球と呼ぶ。
もっとも古いすがたは南琉球に残っていて，宮古島や八重山の多くの地域でｐＩｔｕである。こ
の形から第一音節の中舌母音がなくなって西表島租納ではｐｉｔｕ，石垣島大浜ではputｎとなる。
０ ．
さらに第二音節のｔが摩擦音化して黒島や鳩間島でｐｉｓｕまたはｐｕｓｕとなる。北琉球では第一音
０ ．
節のｐｉをとどめるのは奄美の与論島だけである。
第一音節のｐｉがｃｉに変化しているのは北琉球では久米島の鳥島，南琉球では宮古の池間でみ
られる。この形から第一音節のいが脱落してｔｕまたはｔｕｘとなるのは北琉球では沖繩北部の奥
.辺野喜，ｔ７ｈｘとなるのは南琉球の与那国である。
ｔＪ?u(x)およびtJu(x）は，北琉球全域の優勢語形である。これは第二音節のｔｕが第一音節の狭
母音ｉの影響で口蓋化および破擦音化してtJuになり，ついに第一音節も脱落してできた形である。
このような分布のすがたは十四，五世紀頃の首里王朝の言語でさかんに起こっている口蓋化現象が
周辺の諸方言へ浸透していった結果とみることができる。首里王朝の言語でさかんに起こった口蓋
化現象が北琉球だけに限られ，南琉球までひろがっていないのは，首里王朝の支配構造とかかわる
重要な現象とみなければならない。
北琉球ではハ行ｐ音をとどめる地域においても，「ひと」ではｐ音をいちはやく失っている。た
とえば沖繩北部の名護では「火」はｐ?ｉｚであるのに，「人」はtJuxである。これは同じ子音であっ
ても，ｐ音を失う速度が語により，あるいは音環境により異なっていることを示している。名護で
は「火」と「人」が，
火＊ｐｉｘ→ｐ?ｉｘ
人＊pito→p9tu→ｐｌｔＪｕ→ttJu→ｕｕｚ
のような変化過程をふんだことを示している。おそらく，首里では
火＊ｐｉｘ→巾ix→ｃｉｚ
人＊ｐｉｔｏ→ｐｊｔｕ→巾itu→巾ibJu→ｔｔＪｕｏ Ｏ
のような変化過程をふんだであろう。
「肘」なども「火」と同様な段階にあって「人」より変化がおくれている。たとえば，奄美大島佐
仁・喜界島志戸桶・与論島・沖繩北部名護ではpid5iで，語頭音ｐｉをとどめている。この差は「肘」
と「人」の分布図に表われている。
文献ではどのような形があるか。『おもろさうし」では，「ひと」は漢字による表記「人」もあ
るが，ひらがな表記もあって，
おい人とゑはひとのおや}ことへは（五一二六八）
のように「ひとのおや」（人の親）が現われる。さらに「おもしろさうし』には，
たけのわかいへきよ（嶽の若い人）（十三一八七五）
のように「へきよ」も現われる。ただし，この例は人名の中で現われている。
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音韻的に並行している例をあげれば，現代首里方言でチュイuuiになっている語も,『おもろさう
し』では，
「なこのうらた餌ひとりやたもの
「おい､Iよのきもちやさ（十四一九九七）
のように「ひとり」（－人）で現われている。いまひとつ「語音翻訳」の「人」の語例は諺文で記
したものであるが，当時の首里方言のpitJuか巾ｉｕｕの変化段階を記したものと考えられる。
以上のことから，十五，六世紀の首里では「ひと」は第一音節をとどめたところの，
ｐＭｕ→虹tlu
の変化過程にあったことがわかる。そして現代までの五。六百年のうちに，奄美・沖繩のほとんど
の方言で第一音節が脱落してｔｂｊｕに変わったことがよみとれるのである。
奄美・沖繩の北琉球でさかんに起こった第一音節の脱落現象は，おそらくこのような時期に並行
して起こったことであろう。同類の変化の起こった語例をあげると，
ティーチtiXtJi（－つルチュイングヮｔｌｕｉＯｇｗａ（独り子），チュイｔＪｕｉ（一人）
ターチｔａ:bｊｉ（二つ），タイｔａｉ（二人），ターチューtaXtJuX（双生児）
などである。
３性別一「男」と「女」
現代首里方言では「男」と「女」はそれぞれヰキガｗｉｋｉｇａ，ヰナグwinaguという。これは一
見して東京のオトコotoko，オン十ｏｎｎａとは別語であることが予想される。
東京のオトコとオン十は，それぞれ歴史的に上代語の「をとこ」と「をみな」にさかのぼる。と
ころが，この一対の語は，古くから一対の語としてあったものでなく，それぞれ別の対をなす語か
ら流れこんできたものである。つまり「をとこ」は「をとめ」（処女）と対をなし，同根の「をと
－」は「若く生命力のあふれた」様子を表わす語で，接尾の「－こ」は「子」で男性を，「－め」
は「女」で女`性を表わし，「をとこ」「をとめ」はそれぞれ「若い男↓性」「若い女性」を表わす語
であった。この対から「をとこ」だけが「若い」という限定をはなれて年令と関係なく男性全体を
表わす語へと発展していったのである。
一方，「をみな」は年令差を基準とする語で,「おみな」（躯）と対をなしていた。頭音の「を」
が「年少」を表わし，「お」は「おほ」（大）に通じて「年長」を表わしていた。「み」は共通に
「女,性」を表わす語であった。「おみな」はあとで「おうな」に変化していく。男性の方も「をぐ
な」（童男）と「おきな」（翁）が年少と年長の対を表わしていた。
このように本来，「をとこ」と「をとめ」は「若さ」を基準とする対の語，「おみな」と「をみ
な」－女性一，「おきな」と「をぐな」－男性一はそれぞれ対をなして年令差を基準とす
る対の語であった。前者の「をとこ」と後者の「をみな」が駆け落ちよろしく，新しく対をなして
性別を表わすものとして発展してきたのが現代東京のオトコとオンナである。
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首里のヰキガとヰナグはどのような語か。まず琉球では「男」と「女」をどのような語で表わし
ているか。主な地域の方言形をながめてみよう。
奄美大島浦上・揚湾ｊｉＤｇａ（男）wunagu（女）
喜界島志戸桶ｊｉＯＤａｗｕｎａｇｕ
ｊｉＤｇａ徳之島井之川wunaguR
沖永良部島田皆ｊｉＤｇａＺwunaguX
与論島麦屋wuigawunagu
沖繩奥武jikigajina9u
宮古大神ｂｉｋｉｄｕｍｍｉｄｕｍ
ＯＯ ｏ
八重山)11平bigidunmiXdun
与那国biOgaminuga
「男」と「女」をそれぞれ分布図にえがいてみよう。（以下，分布図参照）。
「男」についていえば，ヰキガ系。ビキドモ系・ビンガ系がある。ヰキガ系は奄美・沖繩の北琉
球に分布し，ビキドモ系は宮古・八重山の南琉球に分布している。ビンガ系は与那国島にあって，
前項のピンーの部分は南琉球に通じる特徴であり，後項の－ガの部分は北琉球に通じる特徴である。
「女」の語形の分布図をみると，ヲナゴ系とヰナゴ系・ミドモ系・ミヌガ系があることがわかる。
ヲナゴ系とヰナゴ系は北琉球に分布している。ミドモ系は南琉球に分布している。ミヌガ系は与那
国島にあって，前項のミーは南琉球に通じる特徴であり，後項の－ガは北琉球に通じる特徴である。
『おもろさうし』（〈お〉印）と『混効験集」（〈混〉印-）には「男」と「女」が，
男ゑけがく提〉ゑくかくお〉
女まゑなど（真女）〈混〉おなごあんじ（女按司）〈お〉ゑどむあんじ（女按司）
〈お〉おなちやら（女按司）〈混〉
のように現われる。
以上から，「男」と「女」の琉球方言祖形を考えてみよう。「男」についていえば，北琉球の諸
方言のjiOga，wuiga，ｊｉｋｉｇａ，ｗｉｋｉｇａ，？ukiga，？uのuDgaなどの諸形から＊wekegaを
たてることができる。南琉球のbikidumu，bikidumbigidun，bi9idunなどの諸形から*wekedomo
をたてることができる。この両祖形は＊weke-の要素と＊－９ａ＊－ｄｏｍｏの要素に分析できる.つ
まるところ，北琉球の祖形は＊ｗｅｋｅ－ｇａであり，南琉球の祖形は＊weke-domoである。
「女」についていえば，北琉球のwonagu，wunagu，wunak，winagu，jinaguなどから，
＊wonagoをたてることができる。南琉球のｍｉｄｕｍｕ，midum，miXdumなどから＊ｍｅｄｏｍｏをたて
ることができる。この両祖形は＊wona-＊ｍｅ－の前項と，＊－９０＊－ｄｏｍｏという後項に分析でき
る。つまるところ，北琉球の祖形は＊wona-goであり，南琉球の祖形は＊ｍｅ－ｄｏｍｏであることに
なる。
これらの考察から，現代の琉球方言には，
〈Ａ〉＊ｗｅｋｅ－ｄｏｍｏ（男）＊ｍｅ－ｄｏｍｏ（女）
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くＢ〉＊ｗｅｋｅ－ｇａ ＊ｗｏｎａ－ｇｏ
にさかのぼりうる二つの層が重なっていることがわかる。前項の要素である＊weke-と＊ｗｏｎａは
「ゑけり」（男のきょうだい）と「をなり」（女のきょうだい）の「ゑけ－」「をな－」に対応す
め
る形であろう。＊ｍｅ－は「女」に対応する形である。１上琉球で＊wona-が用いられ,南琉球では，
＊wona-ではなく＊me-が用いられていることは，「をなり神」の信仰が北琉球ではさかんで，南
琉球では稀薄であることと関係があるのかも知れない。
＊weke-gaの語尾ｇａはどのような要素か。多くの方言ではｊｉＯｇａ（男），wunagu（女）の
語尾－９ａ，－９uのようにａとｕで異なっているが，与那国島にbiDga（男）minu9a（女）があ
ることを考慮に入れると，語尾の－９ａ，－９ｕは同一要素を含むものと判断される。－９ａはおそら
〈－ｋ０（子）に愛称辞のａが付いて，
＊ｗｅｋｅ＋ｋｏ＋ａ→ｗｅｋｅｇｏａ－･ｗｉｋｉｇａ
のように形成されてきたものであろう。
４年令差（絶対的）－「おとな」「としより」「若者」「子供」「赤坊」
現代首里方言では年令差を表わす語彙として，
ウフッチュ？u巾uttJu（おとな）
ウヰッチュ？wittJu（としより）
ワカムンwakamun（若者）
ワラビｗａｒａｂｉ（子供）
アカングヮ７akaOgwa（赤坊）
などがある。これらに対応する琉球諸方言の例をあげよう。
奄美大島浦上
中utbju（おとな）？uttJu（としより）
warabI（子供）habitDja（赤坊）
喜界島志戸桶
？u巾utnju（おとな）？uttJu（としより）
warabi（子供）７ａＸＤａＸ，？aXboX（赤坊）
徳之島井之)１１
？utbju（おとな）７uithju（としより）
wareOgwa（子供）？aＸｇｗａＸ（赤坊）
沖永良部島田皆
？uのuｕｕＸ（おとな）tuJijui（としより）
warabi（子供）ｔＪｉｎｕｍｉｇｗａ（赤坊）
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与論島麦屋
？upupitJu（おとな）ｔｕｓｕｉ（としより）
warabi（子供）７ahaOga（赤坊）
沖繩奥武
？upupiblu（おとな）？ixttJ?ｕ（としより）
warabi（子供）？akaDgwa（赤坊）
宮古島大神
upupItu（おとな）uipItu（としより）
jarapI（子供）akaUka（赤坊）
八重山川平
巾uxpItu（おとな）uipltu（としより）
巾aｚｎａｍａ（子供）
与那国
ubut7hX（おとな）ｕｉｔ７ｕ（としより）
ａｇａｍｉ（子供）agaDa（赤坊）
これらの語のそれぞれについて，分布図をえがいて概観したい。
琉球方言の「おとな」をあらわす語はすべて＊opopito（大人）にさかのぼる｡前項の＊ｏｐｏ－
（大一）によって語形を分類すると，ウプー系，ウフー系，ウー系，ボー系，フー系，ウプー系に
分かれる。そのうち，ウプー系は宮古諸方言でupupltuとして分布する優勢語形である。これは八
重山のウブー系と対比される。そして与論島には？upupitlu，沖繩伊江島と久高島には？uputuu
がある。ウフー系は？uのupitJu，？u巾uttJuなどであるが，沖繩本島を中心に，北は喜界島にひろが
り，他の奄美にも点在する。南は八重山地域にも点在している。何といっても沖繩本島を中心とす
る分布状態を示している。ウー系は？uttJux，７uxtJu，ｕｘｐＩｔｕなどであるが,奄美大島南部を中心
に分布している。ボー系のP7OttlUは沖繩北部の名護にあって分布は狭い。フー系の巾UbJU,中UZtJU
のｕｔｔＪｕｚなどは奄美大島・徳之島・沖永良部島に分布し，巾ｕｚｐＩｔｕなどが八重山に分布してい
る。ウプー系の？ubuttJuが喜界島花良治に，ubupisuが八重山黒島に，ｕbut?uＸが与那国島に，
buZpituが八重山波照間島に分布している。後項の＊－pitoは単独に用いる「人」の語形とほぼ一
致している（分布図参照）。
『おもろさうし』には「おとな」の語例は見当らないが，「大」を表わす語として，漢字のほか
に，仮名表記の「おほころた」（大ころ達，男の美称），「おほたはる」（太田原，地名）などが
ある。「おほ」とは別に「大」の意を示す語として「うき－はた」（大旗），「うき－はわ」（大
祖母），「おき－おほち」（大祖父），「おきよ－おほち」（大祖父）のように「うき－」「おき
－」「おきよ－」がある。「おほ」と「うき」の関係が問題として残る。
琉球の「としより」を表わす語には，オイヒト系，オイモノ系，トシヨリ系，ウフッチュ系など
がある。オイヒト系はさらにウイー系，ヰー系，ウー系，イー系になるが，北琉球にも南琉球にも
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分布しているところから，琉球方言のもっとも基本的な形と見ることができる。オイモノ系は徳之
島に見られる。これは「人」のかわりに「者」を要素としてとり入れた形である。
注目すべきは宮古方言のｕｉ－である。宮古ではイ段母音は中舌母音のｉに対応するのに「老い」
がｕｉ－となって，音韻的には例外となっている。
トショリ系は沖繩本島と与論島・沖永良部島に濃厚に現われるが，オイヒト系と併用される地域
もある。トシヨリ系は明治以降の共通語教育によって入ってきた新語形と思われる。ウフッチュ系
は奄美大島南部の瀬戸内町に現われるが，音韻変化の過程で「おほひと」（おとな）と混同した形
であろう。
『おもろさうし』には「おい人」（老人）の形で現われる。これは上代語の「おいひ甲と乙」（
老人）に対応する形である。
琉球では「子供」を表わすのに，ワラベ系がもっとも優勢語形である。ワラベ系は語頭のワー，
ヤーのちがいによって，ワラベとヤラベに分かれる。ワラペの形は北琉球の奄美・沖繩に分布する
形であり，ヤラベは南琉球の宮古・八重山に分布する形である。南琉球ではワ行音はｂａに対応す
るのが通則だが，この語においてはjarabiのように例外となっていて，語頭が法則通りｂになる
方言は一例もないのである。これはいったいどうしたことか。
ふりかえって，中央語においては「わらべ」は「わらはべ」の転訓したものとされている。つま
り奈良朝期の中央語では「わらは」（童）だけがあって，平安朝期以降，これに「ベ」が付いた「
わらべ」の形が一般化したようである。
この中央語の変化過程を視野に入れて考えてみると，琉球方言のwarab6，warabi，warai，
jarabl，jaraiなど，ワラベ系の諸形は，すべて「わらべ」の形にさかのぼるのであって，「わ
らは」にさかのぼる形は一例もない。こう見てくると，琉球のワラペ系は，平安朝期以降の中央語
を移入したものと解さざるを得ない。琉球に残るワラベ系は，古語が残っているとは言っても，比
較的新しい古語の部類に属するということになる。
『おもろさうし』にも「わらへ」（子供）の形があって「わらは」の形は存しない。
宮古・八重山の南琉球一帯で「わらべ」がjarabiのように語頭音ｂａになっていないのは，どう
考えたらよいか。それは，
①「わらべ」が移入された時に，すでにｗａ→ｂａの音韻変化が終息していて移入語を変化さ
せるほど力がなかったのか，
②「わらべ」ははじめから語頭をヤ行音としてjarabiの形で移入したために，ｗａ→ｂａ
の音韻変化の波が及ばなかったのか，
のいずれかと思われる。もし，①であったとするならば，南琉球のｗａ→ｂａの音韻変化の時期は
平安朝期より古い時期であったと見なければならないだろう。
ワラベ系のほかに，「子供」を表わす語としてファー系があるが，巾ax-は「子等」が
＊ｋｏｒａ→ｆｕｒａ→ｆｆａ→のａＺ
のように変化したものである。この変化は南琉球の特徴的な音韻変化である。後接の－ｎａｍａおよ
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び－ｍａは愛称辞であろう。
さらに,珍しい形として与那国島ではアガミが，波照問島ではウタマがある。
「若者」は，南琉球のパカムヌ系と，北琉球のワカムヌ系に大きく分かれる。語中のｋ音の変化
によって多くの異語形を生み出している。
５年令差（相対的）－「年上」（兄姉），「同い年」，「年下」（弟妹）
沖繩では「年上」にはシーザ，「年下」にはウットゥというのが普通である。シーザは年令がわ
ずかでも上である者に対して言うのであって，一年以上の差があればトゥシシザ（年シザ），－月
以上の差があればチチシザ（月シザ）という。親族の兄・姉に対しても，血縁関係のないまったく
の他人に対してもいう。ウットウは共通語のオトートに対応する語である。ところが，その表わ
す意味は大いに異なる。共通語のオトートは親族語彙として「弟」の意味だけに用いられるのに対
して，琉球のウットゥは親族語彙としての「弟」ばかりではなく，「妹」のことにも用いられ，さら
に，親族と関係なく，もっと意味領域が広く，「年下」という年令差を表わす語としても用いられ
ているのである。つまり，シザ／ウットゥは年令の上下差を表わし，男女差は表わさない。
現代首里方言では，年令差を表わす語彙として，
年上シーザｓｉｍｚａまたはトゥシシーザtujisixdza
同い年ヰヌトゥシjinutuJiまたはチュトゥシtJutuJi
年下ウットゥ７uttu
がある。ヰヌトゥシ（同い年）のヰヌは「同」を表わす要素で，ヰヌッチュjinuthlu（同じ人），
ヰヌムンjinumun（同じもの）のように用いられる。チュトゥシのチュは，「－つ」を表わす要
素であるが，チュトゥシは「同い年」の意を表わす。
琉球諸方言では，どのようなすがたになっているか。その主な方言例をあげてみよう。
奄美大島浦上
sId5a（年上）t7ittusiI（同い年）？ututu（年下）
奄美大島大和浜
sedza（年上）f71ttuJi（同い年）？ututu（年下）
奄美大島湯湾
ｓＩｄａ（年上）ｔ?iXduJi７ututuZ（年下）
またjintuJi（同い年）
喜界島志戸桶
JidaX（年上）duXnIn（同い年）tuJisaX
また？uttuz（年下）
徳之島井之川
Jizda（年上）bj7uxtusI（同い年）？uttu（年下）
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沖永良部島田皆
tuJiJida junutuJituJinuJaX
またＪｉｄａ（年上）またjunutJiri（同い年）また？uｔｕＸ（年下）
沖繩奥武
ｊｕｎｔｕＪｉＪｉｄ５ａ（年上）？uttu（年下）
またjintJirumaZ（同い年）
宮古大神島
ｓｕｄａ（年上） junupuZre（同い年）ututu（年下）
八重山川平
Jid5aまたGid5a（年上） のutudu（年下）
与那国
ｓｕｄａ（年上）dunututJi（同い年）ututu（年下）
ここで「年上」と「年下」の語について分布図をえがいて考察をすすめたい。
「年上」についての方言形は，セザ系，アザ系，ヤクメ系，アッピー系，アニ系，ビラ系などで
ある。これらの語形は「男性の年上」として質問した項目についての形である。したがって，これ
らの語形は「兄」を表わすものと解される。男。女の年上の総称についての資料としては不充分で
あることをあらかじめ断っておく。
分布を概観すると，セザ系は，琉球全域に分布するもっとも基本的な語形である。ときには他の
語形と併用されることもある。
アザ系は宮古方言でさかんに用いられている語形である。これは分布から見てかなり古い語と予
想される。
ヤクメ系は北琉球の奄美と沖繩の地域に現われる語である。これは琉球王朝の階級名としての「
大屋子思い」（地方長官，「思い」は尊称辞）が，目上の人に対する尊称として一般化していった
ものと察せられる。北琉球のｊａｋｕｍＩ，ｊａｋｋｌｘ，jattJiX，ｊａｍｍｌＸ，ｊａｍｍｉｘ，ｍｉｘ，ｍｉｘなど
は，この語から派生したもののようである。そうだとすれば，ヤクメ系は，琉球王朝の階級制度が
確立される十四，五世紀以降に奄美・沖繩地域に広まった語であると推定することができよう。セ
ザ系，アザ系より新しい語と見ることになる。
アッピー系が沖繩中南部にあり，アニ系は奄美大島南部に集中し，ビラ系は，わずかに八重山新
城島に現われる。
「年下」についての方言形は，オトト系，オット系，オチト系，オトド系に分かれるが，これら
は音韻変化による異形であって，すべて鯵ototoにさかのぼる形である。
「年上」（兄）「年下」（弟）について「おもろさうし」には，
年上（兄）「せさ」または「すさ」
年下（弟）「おとと」「おと遇」
の形が見える。「せさ」「すさ」の「さ」はおそらく濁音の「ざ」を表記したものであろう。おも
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ろ時代にはｄａがdzaに変化していたことがわかる。「せさ」「すさ」はさらに「おもいせさ」（
思い兄），「せさのおやおい、）（兄の親思い），「せさのおやくもい」（兄の大屋子思い），「
すさへ」（兄部），「すざべ大さと」（兄部大里），「すさへし」（兄部子）などの語をつくる。
「おとと」「おと麓」は「おと軽きみ」（妹君），「おとときみきみまさり」（妹君君勝り），「
おと傷きみはゑ」（妹君南風），「おときみまさり」（妹君勝り），「おと畠まちとよたる」（弟
松鳴響たる）などの形をつくる。このような「せさ」「おとと」は，現代琉球方言のセザ系，オト
ト系につながる形である。「おとと」の意味も男女の区別なく年下の者について用いており，現代
の琉球方言と同じである。
『おもろさうし』の「せさ」または「すさ」および現代琉球方言のセザ系の語は，どのような語
であろうか。
それは，「姉」を表わす＊ｓｅと，「兄」を表わす＊dａとが結合してできた「姉兄」が原形である
と考えられる。＊daはさらに＊diと＊ａに分析される。
「姉」を表わす＊ｓｅは現代の奄美大島の？aJe，？aJJe，？asex，７asekkwa，？asagwaX（い
ずれも姉の意）などの中に残っている。この語は上代語の「夫・恋人・兄弟・友人」などを表わす
「せ」（兄・背）と関係のある語と予想される。
「兄」を表わす卓ｄａは，宮古方言のａｄａ，ａｄ５ａ，ａｄｚａ（いずれも兄の意）の中に見出される。
宮古方言のこれらの形は，いずれも＊ａ（吾）と＊ｄａ（兄）に分析されるものである。
結局，琉球のセザ系の語源は，「姉」の゛ｓｅと「兄」の単daが結合した＊seda（姉兄）にさか
のぼることができる。
「兄弟」のことを，現代首里方言ではウトゥザンダ？utudzanda，奥武ではウトゥダンダ？utu-
dandaといっているが，『おもろさうし』には「おとちや」「おとぢや」「おとぢやへ」があり，
『混効験集』には「おとちや」「おめとぢや」などがある。そして「混効験集』には，
おめとぢや兄弟の事おとちやむだともおめと云字をいふ時は敬ふ言葉なり
只おとぢや共云
と注記があり，当時，「おとちや」「おとちやむだ」が「兄弟」を表わす語としてあったことがわ
かる。したがって，現代のウトゥザンダ，ウトゥダンダが，この「おとちやむだ」にさかのぼる語
であることが明らかとなった。そして，この語は，
「おと」（弟）「ちゃ」（兄）「むだ」（達？）
に分析され，「おと」が＊ｏto，「ちゃ」が＊ｄａにさかのぼることがわかる。つまり，「きょうだい」
という総称をつくるのに，「弟」と「兄」の両語を結合させていることがわかる。「むだ」は「達」
を表わすようだが，一考を要する。これに類する語として，琉球には「夫婦」を表わすミートゥン
ダがあるが，これも，
「め」（女・妻）「をつと」（をひと.夫）「むだ」（達？）
のように分析される。
琉球方言では総称をつくる場合，一般に
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「男`性と女性を結合させる時には，女性を表わす語を前に，男性を表わす語を後にする」
という造語法があったであろう。ほかにその例をあげれば，
ヰナイヰキー（をなりゑけり・男と女のきょうだいの意），ファーフジ（はl±おほぢ，祖母祖
父・祖父母の意）ヰナグワラビ（女子供）
などがある。
以上の考察から，年令差を表わす琉球方言の祖形として，
年上の総称＊seda（年上）
*ｄａ（兄）｜＊ｓｅ（姉）年上の男女差
年下の総称＊ototo（年下）
を設定することができよう。さらに基本的な形は，
*ｄａ（兄）｜＊sｅ（姉）年上の男女差
年下 車ototo（年下）
ということになる。
ちなみに，『おもろさうし』の「おとちや」「せさ」について，それぞれ「弟者」「兄者」を当
てているのを見るが，これはそれぞれ，「弟兄」「姉兄」とするのが正しいということになる。
６親疎一「友」
親疎関係を表わす語彙のうちから，「友」について考察してみよう。現代首里方言では「友」を
ドゥシｄｕｊｉという。ドゥシピレーduJibireZ（友だちづきあいルドゥシムチリ（友もつれ。友
だちと親しく遊んで家に帰ることさえ忘れてしまうほど熱中すること）などの派生語がある。
「友」について琉球諸方言の分布図をえがいて見ると，アグ系，エージュー系，ドウシ系，ホー
ハイ系，トモガラ系があることがわかる。
アグ系は北琉球の中では沖永良部島・与論島に分布している。宮古にはアグａｇｕとｄｕｓｉがある
が，アグは年令が近くて()離れていても，これと関係なく「親友」である場合をいい，ドゥスは比
較的に同年配の者同志をいう。分布図ではドウスだけを示した。
いったいアグはどのような語か。その語源は「吾具」ではないか。「具」は「揃い，または対に
なるもの」の意であり，平安朝期には「貴人に付き添う人。お相手。連れ添う人。配偶者」などの
意で用いられていた。おそらく，この語が発達したものであろう。この「具」が上代語に見られな
いのは，この語の移入が比較的新しく，平安朝期以降であることをうかがわせる。
エージュー系は沖繩北部に見られる。「間中」に対応する語か。
ドゥシ系は北琉球にも南琉球にも分布し，琉球方言の基本的な形と認められる。
ドゥシの語源は何か。「ど甲ち」と「同志」のいずれかであろう。「ど甲ら」とすれば，この上
代語の第二音節「ち」をＪｉに変化させて移入したものと考えなければならない。これは，「早朝」
の「つとめて」が琉球に入るときはストメテのように，その頭音をスに変化させていることと同類
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である。もし，「同志」とすれば，この語は上代語にはないから，室町以降に伝播した語とみるこ
とになる。この考え方の難点は，琉球諸方言のドウシ系に長音が失われている点である。長音を失
う音韻的根拠がないからである。したがって上代語の「ど甲ち」にその語源をもとめる可能性が大
きいのではないか。
「友」について，『中山伝信録』に「朋友潤需」の記述があり，『琉球戯曲辞典』に「どし
むつれ」の形が見られる。『おもろさうし』には現われない。ちなみに，『全国方言辞典』（東条）
には，
かたいどし（語同志の意）朋輩，佐賀。
どうし（仲間）南島。
ちんちんど－し（親友）熊本県天草。
などの形が現われている。
トモガラ系は宮古にあるが，これは『おもろさうし』に「ともかなし」（友加那志），「ともか
ら」（輩），「混効験集』に「ともからはさそて」（輩を誘引して）が現われている。
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